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よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
み
ろ
く
は
、

結
成
し
て
４
年
と
、
ま
だ
日
が
浅

く
若
い
団
体
で
す
が
、
「
日
々
の

生
活
を
楽
し
く
！
」
を
合
言
葉
に
、

よ
さ
こ
い
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
や
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
練
習
は
、
毎
週
水
曜
日
の
夜
に

中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
て
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
会
員
は
　
人
で
、
下
は
２

２０

歳
か
ら
上
は
　
歳
ま
で
と
、
幅
広

５０

い
年
齢
層
の
人
が
所
属
し
、
毎
回

楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
随
時
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　
事
務
局
　
食
事
処
よ
っ
ち
坊
内

　
織
田
義
之

　
緯
0
2
2
０
（
　
）
６
７
８
５

３４

＝＝縹 縹 
はなだ

羅紗 羅  紗 
ら し ゃ

地 地  下がり藤紋陣羽下がり藤紋陣羽織織＝＝
じ

　初心を忘れず、きずなと優

しさをメンバー全員でさらに

深め、これからも地域に貢献

していきたいと思います。２２

年度は「みろく尊大祭」への

参加や各介護施設の慰問も目

標にしています。

よさこいチームみろく代表

 三浦  雅  之 さん
まさ ゆき

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム

み
ろ
く
　
　
　
（
中
田
）

ページェント＆ライトアップ情報
淡い光が導く幻想的な世界をお楽しみください。

【期　間】　１２月１日～ H２２/１月２日
【時　間】　午後５時～１０時
【場　所】　記念館庭園内（散策は無料）
【問い合わせ】　石ノ森章太郎ふるさと記念館
　　　　　　　緯　０２２０  （３５） １０９９

石ノ森章太郎ふるさと記念館

豊里駅前「冬の蛍通り」

教育資料館（旧登米尋常小学校）

もくもくランドライトアップ

【期　間】　１２月１９日・２０日
【時　間】　午後４時～７時
【場　所】　教育資料館（旧登米尋常小学校）
【問い合わせ】　とよま振興公社
　　　　　　　緯　０２２０  （５２） ５５６６

【期　間】　１２月１日～ H２２/１月１５日
【時　間】　午後５時～１０時
【場　所】　JR陸前豊里駅前周辺
【問い合わせ】　登米みなみ商工会豊里支所
　　　　　　　緯　０２２５  （７６） ３２７４

【期　間】　１２月７日～ H２２/１月３日
【時　間】　午後４時３０分～午前０時
【場　所】　道の駅津山「もくもくランド」
【問い合わせ】　道の駅津山「もくもくランド」
　　　　　　　緯　０２２５  （６９） ２３４１

将・中川 隼 
はや

 人 を討ち取った際の戦利品と伝
と

えられています。陣羽織は 甲 
かっ

 冑 の上に着用
ちゅう

するもので、最初は 紙  子 や麻などの簡素な
かみ こ

ものでしたが、戦国時代になると羅紗など

の高級な素材を用い、大胆なものが登場す

るようになりしました。博物館には、ほか

に亘理宗根が着用した陣羽織なども保管さ

れていますが、それらを見ると雨具・防寒

具としての役割を超えて、戦場での存在を

華やかに演出するデザインには、それぞれ

の武将の意気込みや気迫が感じられます。

羅紗（羊毛）を使った華やかな陣羽織

縹色と呼ば

れる青々と

した生地に、

 猩  々 
しょう じょう

 緋 の下
ひ

がり藤紋を

切り 嵌 めた
は

この陣羽織

は、初代亘

理 宗  根 が大
むね もと

坂夏の陣に

参戦し、豊

臣側として

活躍した武


